
 

 

 

８月６日、９日、１５日と、８月は戦争と平和について、改めて考えさせられることの多い月

です。 

廿日市市では７月２６日（土）に「２０１４年はつかいち平和の祭典」が行われ、ボランティ

アの朗読や、さくらぴあ市民オペラ管弦楽団の演奏、そしてはつかいち平和の祭典合唱団の合唱

がありました。 

 はつかいち市民図書館でも、６月２７日（金）より企画展示コーナーで「平和への祈り」と題

して、戦争や平和、原爆に関する資料の展示を行い、また、７月２４日（木）まで館内で折り鶴

運動を実施しました。皆さまに折っていただいた折り鶴約７００羽は、平和の祭典ステージで披

露された後、７月２８日（月）に広島市記念公園の慰霊碑に献納されました。ご協力ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO．１９６  ２０１４年８月号       はつかいち市民図書館 

(２０１４年８月１日発行)         電話（0829）20-0333 

廿日市市下平良 1-11-1 

ホームページ http://www.hiroshima-hatsukaichi-lib.jp/ 

《さくらぴあ展示》 

『日本のしきたり・マナー』 

 ８月９日（土）さくらぴあ大ホール

で「鎌塚氏、振り下ろす」（Ｍ＆０plays

プロデュース）の公演が行われます。  

主人公が「完璧な執事」というこの

公演にちなんで、日本のしきたりや作

法、マナーに関する資料を集めて展示

しています。 

《企画展示》 

『平和への祈り』 
 ７月２６日（土）に「2014 はつかいち

平和の祭典」が行われました。戦争の悲惨

さを再認識し、平和な世の中の実現を願っ

て、私たちは何をすべきか――この機会に

今一度考えてみませんか？ ７月に引き続

き、８月２７日（水）まで展示しています。 

 

《中央展示》 

『この本おもしろいよ』 

 

 

 

  

小学生・中学生向けに、夏休みにオスス

メの本を集めて展示しています。 

小学生低学年・中学年・高学年、そして

中学生のそれぞれの年代に合わせて、た

くさんの本を用意しました。７月に引き

続き、８月２７日（水）まで展示してい

ます。  ※リストも配布しています。 

 

今月の展示 



 

 

 

廿日市市教育委員会主催で、市内の小学６年生を対象に、平成２６年度「子ども司書」養成講

座が実施されています。 

はつかいち市民図書館では、７月２６日（土）・２８日（月）・２９日（火）の３日間、４人の

子ども司書が実地研修を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはなし会を見学したり、カウンターで返却や貸出を行ったり、返却された本を棚に戻したり、

図書館のいろいろな仕事を体験しました。 

次回は９月６日（土）に全体研修（第２回）が行われる予定です。 

 

＊＊＊ 今月の新刊（一般書） ＊＊＊ 
図書館には１カ月に約５００冊の新刊が入ります。その一部を紹介します。 

 

『頭がいい人はなぜ、方眼ノートを使うのか？』高橋政史/著 かんき出版 002.7/ﾀ 

『ポジティブの教科書』武田双雲/著 主婦の友社 159/ﾀ 

『人類５万年文明の興亡』上・下 イアン・モリス/著 筑摩書房 209/ﾓ 

『叱られる力』阿川佐和子/著 文藝春秋 Ｓ361.4/ｱ 

『自律神経を整える。ストレスに勝つ！』小林弘幸 /著 世界文化社 498.3/ｺ 

『クックパッドの大好評レシピ』宝島社 Ｌ596/ｸ 

『作りおきスイーツ』主婦の友社/編 主婦の友社 596.6/ﾂ 

『地域発ヒット商品のデザイン』パイインターナショナル 675.1/ﾁ 

『過去にあらがう』 前田智徳/他著 ベストセラーズ 783.7/ｶ（県資料） 

『地域活動・同窓会・サークル あいさつ・司会進行の事典』すぴーち工房/著 法研 809.4/ﾁ 

『ゆるやかな生き方』五木寛之/著 実業之日本社 914.6/ｲ 

『太陽がもったいない』 山崎ナオコーラ/著 筑摩書房 914.6/ﾔ 

『カッコウの呼び声』上・下 ロバート・ガルブレイス/著 講談社 933/ｶ 

『アクアマリンの神殿』 海堂尊/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ F/ｶ 

『すべての神様の十月』 小路幸也/著 ＰＨＰ研究所 F/ｼ 

『推定脅威』 未須本有生/著 文藝春秋 F/ﾐ 

返却された本のバーコードを 

読み取っています。 
本の修繕をしています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の新刊 

『伝説のエンドーくん』まはら三桃/著 小学館 913/ﾏ（ヤングコーナー） 

『心にひびくマンガの名言-人生の大切なことはマンガがすべて教えてくれる-①心が強くなる』学研教育

出版 159/ｺ（シリーズ５まであり）【心が強くなる名言④「ボクだって未熟だよ。でもそれってまだ伸びるってコト

じゃない！？」など１８個の名言が紹介されています。あなたの心にひびく名言を探してみましょう。】 

 

 

 

  

はつかいち市民図書館では、奇数月の第３土曜日にストーリーテリングのおはなし会「おはなした

まてばこの会」を行っています。ストーリーテリングとは、日本や世界の昔話・民話や創作のおは

なしをストーリーテラー（語り手）が覚えて語るものです。 

その「おはなしたまてばこの会」は、２０１２年秋から図書館を飛び出して、廿日市市内の小学

校を訪問しています。回数を重ねるごとに希望校が増え、２０１４年７月までに２４校８６回にわ

たりおはなしを届けました。今後も多くの子どもたちにおはなしを通して、ことばが持つ力、想像

することの楽しさを伝えていきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

これらの本の中からおはなしを語りました。 

 

 

 

たくさんの昔話や創作のおはなしが入っています。ご自宅でもぜひ、親子で読んでお楽しみください。 

『おはなしのろうそく１～２９』、『子どもに語る日本の昔話①～③』、『子どもに聞かせる世界の民話』 

『子どもに語るグリムの昔話①～⑥』、『魔法使いのチョコレート・ケーキ』、『ふしぎなたいこ』など 

 

 

 語ったおはなしいろいろ  

日本の昔話 

「鳥のみじい」「五分次郎」「ふしぎなたいこ」 

「足折れつばめ」「かにかにこそこそ」 

世界の民話・昔話 

「アナンシと五」「かしこいモリー」 

「マメ子と魔物」「ひなどりとネコ」 

「金いろとさかのおんどり」 

創作のおはなし 

「こねこのチョコレート」「幽霊をさがす」 

「おばけ学校の三人の生徒」 

グリムの昔話 

「かえるの王さま」「ラプンツェル」などなど 

『あかいえのぐ』 
ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ・ｱｰﾃﾞｨｿﾞｰﾆ/作 津森優子/訳 瑞雲社 E/ｱ 

サラとサイモンのお父さんは売れない画家で

すが、傑作になりそうな完成間近の大きな絵を描

いています。貧しい生活ですが、家族はこの絵が

売れることを信じて仲良く助け合って暮らして

います。しかし、とうとう最後の仕上げに必要な

“あかいえのぐ”を買うお金すらなくなり、家族

は途方にくれます。２人の子どもたちが何とかし

たいと健気にがんばる姿を描いたアーディゾー

ニの絵本です。 

新刊 こ ど も の ほ ん 

『企業内 職人図鑑 

私たちがつくっています。１スポーツ用品』 
こどもくらぶ/編 同友館 502/ｷ 

陸上競技のハンマー投げで、世界のトップ選手

が愛用するのは、日本のニシ・スポーツのハンマ

ーだ。一見何でもない鉄の球に見えるが、球の重

心が１㎜ずれるだけで飛距離は１～２ｍの差が

出ると言われ、職人の経験とカンによる手作業が

要求される。それを 20 代の社員２人で年間

1000 個作り出している。オリンピックや世界陸

上で、男子選手が投げるハンマーがオレンジ色な

らそれは、２人が手掛けたものだ。ほかにも、競

泳用ゴーグルなどを収録する。全３巻。 

 



 

◎ちいさいこのためのおはなし会 

【対象】乳幼児 

【時間】1 回目 11 時～ 

2 回目 11 時 30 分～ 

 

※相談窓口で整理券をお渡ししています。 

カウンターにお問い合わせください。 

 

☆おはなし会 

  【対象】幼児～小学校低学年 

  【時間】１１時～  

 

※場所はいずれも図書館会議室です。 

 

 

 

    

 

■定員 各回３０人（定員になり次第締め切ります） 

■申込 はつかいち市民図書館へ直接または電話で。 

                        

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 と き ところ 講 師 内 容 

１ 
９月４日（木） 

13：30～15：30 

さくらぴあ 

リハーサル室 

NPO 

ブックスタート 

ブックスタート 

～赤ちゃんと絵本をひらいたら～ 

ブックスタートの理念や、各地域での工夫

ある事例を紹介します。 

２ 
９月１０日（水） 

13：30～15：30 

廿日市市商工

保健会館 

（交流プラザ） 

多目的ホール 

藤岡 順子 

広島西こども発達支援 

センターくれよん  

臨床発達心理士 

子どもの発達と絵本１ 
地域の子どもたちへの支援に携わる藤岡さ

んが、子どもの心や言葉の発達と絵本との

関係を、実例をあげて紹介します。 

３ 
９月２９日（月） 

10：00～12：00 

あいプラザ 

健康指導室 

猪木 省三 

県立広島大学教授 

子どもの発達と絵本２ 
長年にわたり、子どもの認知発達を研究し

てきた猪木さんから、成長の過程で絵本が

どのような役割を果たすのかを学びます。 

※定員に達したため、現在キャンセル待ち  

を受けつけています。 

４ 
１０月６日（月） 

10：00～12：00 

あいプラザ 

健康指導室 

高城 敏子 

広島わらべうたセン 

ター空の家代表 

赤ちゃんとわらべうた 
わらべうたでうたいかけ、遊んであげると、

その言葉のリズムと音が心地よく揺れ、赤

ちゃんに安心感を与えます。 

※定員に達したため、現在キャンセル待ち 

を受けつけています。 

日 月 火 水 木 金 土 
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休館 
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３１       

８月の図書館カレンダー 

 

はつかいち市民図書館  

TEL:（0829）20-0333  

 

子どもと絵本に興味のある方は、どなたでも参加ください。１回のみの受講も可能です。 


